
江
戸
末
期
に
於
け
る
地
方
庄
屋
の
蓄
財
史
料
の
分
析
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じ

　
近
世
末
期
に
於
け
る
農
村
疲
弊
の
様
子
は
、
次
の
史
料
な
ど
に
よ
っ
て
も
う
か

が
い
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
郡
の
儀
は
、
地
所
も
打
開
け
山
寄
り
と
て
も
格
別
深
山
ニ
も
無
¨
之
、
宜
場
所

　
二
俣
處
、
兎
角
作
方
も
十
分
に
不
‘
相
見
一
少
し
の
不
作
に
も
難
渋
の
小
前
多
く
、

　
其
日
暮
し
の
如
く
に
相
見
へ
、
薄
情
に
成
行
、
百
姓
方
ニ
は
有
間
敷
訳
二
俣
、

　
併
し
、
右
休
成
行
俣
も
子
細
可
盲
ク
之
哉
と
粗
相
調
俣
處
、
村
々
小
百
姓
日
用

　
少
分
の
品
に
て
も
、
四
日
市
又
は
中
須
賀
、
其
外
店
方
ニ
て
春
よ
り
借
り
受
け

　
暮
に
至
り
相
彿
俣
仕
来
り
の
由
、
御
年
貢
は
田
畑
よ
り
上
り
、
且
御
定
り
よ
り

　
余
分
の
御
取
立
は
無
¨
之
俣
得
共
、
買
懸
り
の
分
は
借
り
俣
節
、
銭
を
不
ぃ
出
俣
故

　
日
用
の
品
は
勿
論
、
嫁
の
髪
道
具
、
娘
の
袖
口
二
至
迄
思
ひ
付
俣
ニ
ま
か
せ
買

　
俣
姿
故
、
暮
に
至
り
是
ハ
と
驚
き
俣
程
に
彿
方
相
嵩
み
、
其
外
実
用
の
塩
、
附

　
ケ
木
の
類
の
買
懸
り
も
不
二
心
附
・
相
増
し
、
暮
に
至
り
混
雑
及
゛
難
詰
一
無
¨
櫨

　
家
財
迄
も
取
散
し
（
中
略
）
、
且
、
壱
ケ
年
買
二
俣
へ
ば
、
夫
丈
ケ
の
利
分
見
込

　
み
売
渡
俣
二
付
、
高
直
の
訳
に
て
、
右
高
直
の
品
を
借
受
俣
儀
、
困
窮
の
根
元

　
二
俣
（
下
略
）

　
右
史
料
は
、
天
領
の
宇
佐
郡
村
々
に
係
わ
る
実
情
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
領
と

て
さ
し
て
大
差
あ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
史
料
の
語
る
如
く
、
江
戸
末
期
に

は
、
辺
地
農
村
に
も
貨
幣
経
済
の
波
が
う
ち
よ
せ
、
庶
民
の
日
用
品
の
購
求
に
も
付

後
　
藤

重
　
　
巳

け
買
い
の
風
習
が
盛
行
し
、
「
節
季
（
盆
・
暮
）
」
の
支
彿
の
都
度
、
家
経
や
村
財

政
に
混
乱
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
辺
地
農
村
に
於
け
る
こ
の
様
な
経
済
事
情
に
つ
い
て
は
、
私
は
先
に
、
「
川
口
口

銭
」
を
め
ぐ
っ
て
小
論
を
公
に
し
か
こ
と
か
あ
る
が
、
本
小
論
で
は
、
前
稿
と
ほ

ぼ
同
時
代
の
史
料
に
よ
っ
て
、
辺
地
農
村
庄
屋
経
済
の
一
端
を
か
い
ま
見
た
い
と
思

　
本
稿
に
用
い
た
史
料
は
、
表
題
を
「
天
保
十
四
歳
卯
極
月
、
手
控
帳
」
と
題
す
る
　
１

も
の
で
、
島
原
頭
飛
地
た
る
宇
佐
郡
橋
津
絶
大
庄
屋
本
多
氏
の
史
料
で
あ
る
。

　
当
史
料
は
、
表
紙
う
ら
に
、
別
記
の
如
き
天
保
十
四
年
か
ら
弘
化
三
年
に
至
る

「
双
場
」
を
一
覧
し
、
続
け
て
、

天
保
十
四
年
卯
九
月
十
七
目
、
御
役
所
汀
御
呼
出
之
上
、
当
卯
よ
竺
ニ
ケ
年
之

間
、
御
増
引
高
五
捨
石
光
被
゛
下
置
・
候
段
、
被
こ
仰
渡
・
・
候

と
記
し
て
い
る
。

　
史
料
中
に
は
、
具
体
的
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
断
片
的
な
表
現
に
よ
る
と
、

こ
の
「
増
引
き
」
は
、
当
領
五
組
大
庄
屋
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
各

所
に
、
こ
の
返
礼
的
な
処
置
の
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

　
以
下
、
数
年
を
限
っ
た
も
の
と
は
言
え
、
こ
の
「
増
引
き
」
に
よ
る
収
入
を
母

胎
と
し
て
財
形
行
動
を
と
る
当
期
村
支
配
者
の
動
向
に
つ
い
て
、
史
料
紹
介
が
て



ら
の
小
論
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
当
史
料
は
、
収
入
・
支
出
金
の
明
細
を
銭
高
で
表
記
し
て
い
る
が
、
収

支
に
際
し
て
金
・
銀
・
札
の
三
様
の
用
い
方
の
相
異
が
存
在
す
る
故
に
、
表
紙
う

ら
に
換
算
率
を
記
し
て
い
る
。
天
保
十
四
年
か
ら
四
年
間
に
及
ぶ
金
・
銀
・
札
と

銭
の
こ
の
換
算
率
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
　
金
一

　
　
　
　
　
　
銀
一

　
　
　
　
　
　
礼
一

天
保
十
五
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銀
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両匁匁両匁匁

弘
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二
年
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三
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金

一
両
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一
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銭
七
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文
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″

リ
七
貫
一
四
四
文
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一
〇
八
文
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が
　
　
　
六
四
文
″

″
七
貫
コ
一
〇
文
″

″
　
　
一
〇
八
文
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日
　
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
収
支
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表
白
の
如
く
、
収
入
合
計
は
三
七
一
貫
二
六
七
文
、
支
出
総
計
は
二
七
六
貫
四

回
一
文
と
な
る
。

　
ま
ず
収
入
の
大
部
分
は
、
米
三
六
石
五
斗
六
升
五
合
の
売
却
代
で
あ
る
。

　
売
却
先
は
国
東
郡
臼
野
若
屋
で
、
一
石
に
付
き
、
銀
五
匁
替
え
、
代
銀
三
貫
一

〇
八
文
二
厘
五
毛
、
銀
一
匁
に
銭
一
〇
八
文
の
相
場
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
売
米
の
駄
賃
及
び
川
口
運
上
銀
は
売
主
負
担
で
喪
中
に
示
さ
れ
る
支
出
欄

の
⑤
及
び
⑥
に
当
た
る
。

　
川
口
積
出
し
は
、
同
村
猫
橋
河
岸
で
あ
っ
た
。

　
収
入
金
で
は
、
こ
の
売
米
金
の
他
に
、
和
木
新
田
三
反
一
畝
九
歩
の
下
作
田
の

上
ケ
米
四
石
四
斗
の
物
成
納
入
残
米
を
一
石
当
り
銀
八
十
匁
で
売
却
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
和
木
新
田
三
反
余
の
下
作
者
は
、
橋
津
村
栄
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
支
出
分
二
七
六
貫
四
二
Ｉ
文
の
内
訳
は
、
大
き
く
四
種
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
圀
田
地
請
戻
し
代
金
、
㈲
増
高
引
き
に
対
す
る
礼
金
、
世
話

料
等
、

九

貫(ｲ)

㈲
役
人
交
替
に
際
し
て
の
賤
別
、
進
物
代
、
白
‥
そ
の
他
な
ど
で
あ
る
。

表
目
で
示
す
如
く
田
地
請
戻
し
代
は
国
宗
下
畑
一
反
三
畝
二
十
一
歩
二

六
コ
ニ
文
）
、
嶋
ノ
本
上
々
田
一
反
六
畝
九
歩
（
四
六
貫
八
〇
〇
文
）
、
猫
橋

２



新
田
三
坪
三
反
一
畝
九
歩
（
一
三
〇
貫
八
九
六
匁
）
の
三
件
で
、
合
計
Ｔ
几
七
貫

三
〇
六
匁
で
、
当
期
の
総
支
出
の
四
七
・
四
％
に
達
す
る
。
こ
の
支
出
は
、
こ
れ

以
降
、
当
田
地
の
下
作
に
よ
っ
て
毎
年
の
収
入
に
転
ず
る
注
意
す
べ
き
投
資
で
あ

っ
た
。

　
右
三
件
の
田
地
請
戻
し
に
及
ぶ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
明
ら
か
で

は
な
い
。
支
出
の
但
し
書
き
に
よ
る
と
、
例
え
ば
四
六
貫
ハ
○
○
文
の
嶋
ノ
本
田

地
の
請
戻
し
に
関
し
て
は
、
同
田
地
は
「
三
反
二
畝
拾
八
歩
の
坪
也
。
前
断
半
分

買
入
有
゛
之
、
請
返
申
候
」
と
見
え
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
時
代
に
、
い
ず
れ

か
に
質
入
れ
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
㈲
　
次
い
で
支
出
に
占
め
る
大
き
な
額
は
、
御
役
所
役
人
連
々
に
対
す
る
礼
金

五
七
貫
三
四
四
文
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
御
役
人
渡
辺
貞
右
衛
門
、
御
代
官
吉
田
専
蔵
な
ど
、
計
六
入
に
対
す

る
「
御
役
所
御
役
々
汪
御
礼
」
と
但
し
書
き
さ
れ
る
計
ハ
両
を
借
用
す
る
為
の
元

金
で
あ
る
。

　
こ
の
礼
金
の
内
訳
明
細
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
金
一
両
二
歩
　
御
役
人
　
渡
辺
貞
右
衛
門

同
一
両
二
歩
　
御
代
官
　
吉
田

同
一
両
　
　
　
御
役
人
　
清
官

同
一
両

同
一
両

同
一
両

御
役
人
　
矢
川

御
役
人
　
岩
瀬

星与専
　大
輔夫蔵

次
郎
作

御
役
人
　
萩
　
　
定

右
ハ
両
余
の
礼
金
の
借
用
に
は
、
万
両
に

作付
き
、
月
八
九
文
六
歩
宛
の
利
息
の
支

彿
い
が
あ
り
、
借
用
金
と
利
息
合
計
五
九
貫
四
九
五
文
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
全

支
出
に
対
し
、
二
Ｉ
％
に
当
た
る
金
額
で
あ
る
。

　
こ
の
外
、
⑨
・
⑩
・
⑩
に
見
え
る
如
く
、
こ
の
増
引
き
実
現
に
と
も
な
う
対
策

や
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
労
苦
、
世
話
料
な
ど
の
必
要
経
費
の
支
出
と
し

て
三
貫
八
〇
五
匁
の
支
出
も
あ
っ
た
。

　
以
上
に
次
い
で
、
一
連
の
支
出
と
し
て
、
御
役
人
渡
辺
貞
右
衛
門
ら
の
島
原
へ

の
交
替
引
取
り
に
際
し
て
の
賤
別
や
進
物
代
計
五
貫
九
六
四
文
が
あ
る
。

　
以
上
が
全
収
入
三
七
一
貫
二
六
七
文
に
対
す
る
支
出
金
の
殆
ん
ど
で
あ
る
が
、

表
］
」
の
⑩
に
示
し
た
大
雄
寺
に
対
し
て
の
貸
金
が
③
で
返
金
さ
れ
て
い
る
件
で
、

興
味
あ
る
但
し
書
き
が
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保
十
四
年
十
二
月
二
十
日
、

旦
那
寺
大
雄
寺
に
対
し
て
七
哲
二
二
〇
文
（
金
▽
圃
余
）
の
融
資
を
し
た
が
、
こ
の

返
済
利
息
を
め
ぐ
っ
て
確
執
が
あ
っ
た
も
の
の
如
く
、

　
但
し
、
利
銀
可
し
取
筈
二
俣
得
共
、
返
済
之
節
、
少
し
不
都
合
之
儀
有
¨
之
、
旦

那
寺
之
事
故
、
致
二
用
捨
・
不
・
請
取
い
右
二
付
、
向
後
は
借
り
二
参
り
候
儀
も
有
¨

之
間
敷
、
貸
し
不
’
申
候

と
見
え
、
「
無
利
息
貸
金
は
、
今
後
断
る
」
の
意
を
注
記
し
て
い
る
。
蓄
財
意
識
を

明
ら
さ
ま
に
示
す
興
味
あ
る
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

　
表
Ｏ
の
終
欄
で
示
し
た
如
く
、
当
年
の
収
支
計
算
は
、
全
収
入
三
七
一
貫
二
六

七
文
に
対
し
て
、
全
支
出
額
は
二
七
六
貫
四
Ｔ
一
匁
で
、
残
高
は
九
四
貫
八
五
五
文

と
な
り
、
こ
れ
は
翌
弘
化
二
年
の
収
入
に
組
み
込
ま
れ
て
「
繰
り
越
し
金
」
と
な

っ
て
い
る
。

�
　
弘
化
二
年
の
収
支

表
口
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　　　　　　　　却　　　　　　　　代

収

支

理
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「
弘
化
二
年
辰
年
被
」
下
覚
」
に
よ
る
と
、
前
年
同
様
、
米
三
六
石
五
斗
六
升
五

合
の
売
却
代
が
収
入
の
殆
ん
ど
を
占
め
、
日
野
若
屋
へ
の
売
却
代
金
は
三
二
三
貫

八
二
文
で
あ
っ
た
。
一
石
に
付
き
銀
八
二
匁
、
銀
一
匁
に
付
き
銭
一
〇
八
匁
換
算

で
右
金
額
と
な
り
、
売
却
日
は
十
二
月
十
六
日
と
見
え
る
。

　
次
い
で
の
収
入
金
は
、
前
年
度
の
繰
越
金
九
四
貫
八
五
五
匁
で
あ
り
、
こ
の
他

に
は
六
貫
四
二
六
文
の
上
ケ
米
売
却
代
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
収
人
分
は
少
額
乍

ら
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
収
入
金
は
前
年
に
請
返
し
た

嶋
ノ
本
上
々
田
一
反
六
畝
九
歩
及
び
国
宗
一
反
三
畝
二
Ｉ
歩
の
下
作
米
代
で
あ
っ

た
。
　
こ
の
六
百
四
二
六
文
に
関
す
る
但
し
書
き
に
よ
る
と
、

但
し
、
嶋
ノ
本
上
ハ
米
六
斗
五
升
、
国
宗
上
ハ
米
弐
斗
合
乙
八
斗
五
升
、
辰
年

分
節
季
時
之
双
場
、
右
二
付
、
百
八
文
替
、
銀
七
拾
目
替
、
此
代
銀
五
拾
九
匁

五
分
、
此
文
数
前
断
の
通
り
…
…
。

と
見
え
て
お
り
、
前
年
度
に
投
資
的
に
請
返
し
た
田
地
の
下
作
に
よ
り
、
こ
の
年

に
は
早
く
も
上
ケ
米
（
小
作
料
）
利
益
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
収
入
金
で
は
、
こ
の
他
に
増
引
高
に
よ
る
運
賃
戻
り
分
三
賃
六
五
六
文
が
あ
り
、

前
年
繰
越
金
と
合
せ
て
四
二
八
貫
一
九
文
が
全
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
年
度
の
収
支
で
は
、
こ
の
収
入
面
よ
り
、
む
し
ろ
支
出
に
係
わ
る
数
字
に
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
四
二
八
賃
一
九
文
の
収
入
に
対
し
、
支
出
金
総
額
は
四
六
五
賃
六

二
六
文
と
言
う
支
出
超
過
を
示
す
事
実
で
あ
る
。
こ
の
差
額
は
三
七
貫
六
〇
七
文

に
及
ぶ
。

　
で
は
、
こ
の
支
出
明
細
は
い
か
が
な
の
か
。

　
表
口
の
支
出
欄
で
示
す
如
く
、
支
出
総
額
四
六
五
真
六
二
六
文
の
内
、
九
八
・

目
％
に
相
当
す
る
金
額
が
、
田
地
の
請
返
し
に
投
資
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
の
明
細
は

　
猫
橋
新
田
、
五
坪
　
　
五
反
八
畝
　
　
請
銭
　
三
九
八
真
八
八
〇
文

　
塔
ノ
本
、
下
畝
　
　
　
一
反
五
畝
九
歩
請
銭
　
　
三
二
真
八
二
三
文

　
鳥
居
、
上
田
　
　
　
　
　
　
九
畝
三
歩
請
鏝
　
　
二
六
真
六
四
〇
文

の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
三
者
の
請
銭
総
計
は
四
五
八
真
三
四
三
文
に
達
す
る
。

　
従
っ
て
、
当
期
は
、
前
期
繰
越
金
を
含
め
収
人
目
二
八
真
一
九
文
に
対
し
、
総

支
出
額
は
こ
れ
を
上
廻
る
四
六
五
真
六
二
六
文
で
支
出
超
過
三
七
真
六
〇
七
文
が

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
口
　
弘
化
二
年
「
巳
歳
覚
」
に
よ
る
と
、
当
期
の
収
支
決
算
は
次
表
の
如
く
で

あ
っ
た
。

　
表
目
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四高浩下
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へ氏見二
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な取酒給
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六別　に
百進　負
目物　渡
送代　し

り
代
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残
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利
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割

五
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当
期
の
収
入
の
主
体
は
三
六
石
五
斗
六
升
五
合
の
米
売
却
代
三
五
五
賃
四
Ｔ
一

文
で
あ
り
、
全
収
入
の
八
二
％
に
相
当
す
る
。
こ
の
外
に
一
七
・
五
％
に
相
当
す

る
収
入
が
下
作
田
の
上
ケ
米
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
増
引
高
に
よ
る
運
賃
戻
り

分
三
貫
六
五
六
文
を
加
算
し
て
当
期
の
総
収
入
は
四
三
四
貫
九
文
と
な
る
。

　
一
方
、
当
期
の
支
出
は
打
衣
の
如
く
、
極
め
て
多
彩
化
す
る
。

　
支
出
分
は
大
き
く
四
部
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
年
の
支
出
超
過
分
の
三
七
賃

六
〇
七
文
の
支
出
、
総
支
出
の
六
五
％
に
相
当
す
る
田
地
の
請
返
し
と
買
収
代
、
七

三
貫
三
三
八
文
の
貸
金
、
及
び
五
賃
余
の
役
人
賄
料
等
で
あ
る
。

　
田
地
請
季
代
及
び
買
取
の
明
細
は

　
大
貫
下
田
二
反
一
ハ
歩
　
　
　
一
丁
几
貫
余
（
請
季
代
）

　
仁
門
諮
。
言
四
二
賃
余
（
請
　
銭
）

　
和
本
村
惣
玄
中
田
九
畝
二
七
歩
　
一
一
貫
余
（
買
取
代
）
と
な
る
。

　
貸
金
は
長
平
に
対
す
る
賃
金
一
四
賃
四
四
〇
文
（
年
利
一
割
二
歩
）
、
下
男
良
平

賃
金
一
七
賃
八
六
〇
文
、
大
雄
寺
給
銀
貸
し
四
一
貫
七
八
六
（
年
利
一
割
五
歩
）

な
ど
で
あ
る
。

　
総
収
入
に
対
す
る
総
支
出
は
七
七
％
に
相
当
す
る
三
三
四
賃
四
七
四
文
で
、
当

期
の
残
金
は
九
九
貫
五
三
五
文
と
な
る
。

　
固
「
午
歳
収
納
」
分

　
午
歳
収
納
分
で
は
、
天
保
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
三
年
間
の
増
引
高
の
い
わ
ば

特
別
収
入
は
な
く
な
り
、
前
期
繰
越
金
や
、
上
ケ
米
の
収
入
が
主
体
と
な
る
。
そ

の
明
細
は
次
夫
の
如
く
で
あ
る
。

　
表
固
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前日両大下和和米大塔和和島．-、
星野戒雄男木木　貫ノ木木ノ繰
敷茂村寺良村村　下木新新本越
請平庄資平長惣　作下田田上金
季資望金貸平玄　上作五三米－
代金義戻金分中　ケ上坪反代

　一十り戻東田　米ケ五－
　酒郎　り三上　代米反畝

　蔵資　　　反ケ　　｀代八九
　　｀金　　　田米　へ　畝歩
　蔵　　　　買代　び　歩下
　道　　　　　取　　　畑　　下作
　具　　　　代　　　｀　作上
　引　　　　金　　高　上米

　当　　　　　　　本　米代
　ー　　　　　　　　　畑　　代

　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　ケ

収

支

理

由
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残
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当
期
の
収
納
金
は
、
前
期
繰
越
金
九
九
霞
五
三
五
文
を
含
む
二
六
五
霞
六
〇
文

で
あ
り
、
支
出
金
は
二
三
四
霞
四
八
〇
文
で
あ
っ
た
。

　
収
納
金
二
六
五
霞
余
の
内
訳
は
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容

は
具
体
的
に
は
大
き
く
二
大
別
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
は
、
和
木
新
田
五
坪
五
反
八
畝
歩
の
下
作
に
係
わ
る
上
ケ
米
代
を
は
じ

め
と
す
る
金
収
入
の
三
二
％
余
、
総
計
八
三
霞
二
八
文
に
及
ぶ
下
作
田
地
上
米
金

で
あ
る
。

　
そ
の
二
は
、
利
息
を
含
む
計
四
七
霞
二
四
〇
文
の
大
雄
寺
貸
金
の
戻
り
を
は
じ

め
と
す
る
計
三
件
の
貸
金
の
返
済
収
入
で
あ
る
。

　
支
出
金
総
計
二
三
七
霞
四
八
〇
文
の
内
訳
は
、
全
支
出
金
の
七
五
％
余
に
相
当

す
る
一
七
七
霞
コ
一
〇
文
に
及
ぶ
臼
野
茂
平
へ
の
貸
金
で
あ
り
、
そ
の
他
は
両
戒

村
庄
屋
貸
金
及
び
前
屋
敬
語
手
代
な
ど
で
あ
っ
た
。

５



　
以
上
の
収
支
計
算
は
、
収
納
金
二
六
五
貫
六
〇
文
の
八
八
％
に
相
当
す
る
二
三

四
貫
四
八
〇
文
で
、
残
金
は
、
三
〇
貫
三
八
〇
文
と
な
っ
て
い
る
。

㈲
　
左
表
で
示
す
ご
と
く
、
前
期
に
続
く
収
納
面
で
の
大
き
な
特
質
は
、
初
期

表
面
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匹i四四回に四
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支

出

島臼佐両免前和大塔和和島臼両．、
原野太戒堂屋本員ノ木木ノ野戒繰
豊茂郎村畑散村下本新新本茂村越
後平貸庄＿下惣作下田田下平庄金
屋貸金屋午作玄上作五三作貸屋－
五金　義年上中ケ上畝反上金貸
組一　十買ケ田米ケ五一ケ戻金
献酒　郎取米下代米反畝米り戻
立蔵　貸｀’代作　代八九代一り

肴一　金岸　上　　畝歩　利－
代軒　　下　ケ　　歩下　息利
彿｀　　ケ　米　　下作　共息
立道　　料　代　　作上　ー共

替具　　　　　　　　上ケ　　｀‘
　引　　　　　　　　　ケ米
　当　　　　　　　　米代　一　　　　　　　　　　代

収

支

理

由

－
残

－

一
回

莞

力J

ﾄﾞﾄﾞ　　こ

の
増
引
高
に
係
わ
る
米
の
売
却
代
金
の
収
入
は
皆
無
に
な
り
前
期
繰
越
金
に
加
え
、

下
作
田
地
の
上
ケ
米
代
金
及
び
貸
金
の
戻
り
金
な
ど
に
よ
る
収
益
金
が
主
要
部
分

を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
当
「
未
年
」
の
収
納
は
、
全
収
納
金
三
五
四
貫
九
一
五
文
の
う
ち
、

二
六
・
四
％
余
の
下
作
田
地
の
上
ケ
米
代
、
残
り
六
四
・
九
％
余
に
相
当
す
る
貸

金
戻
り
分
、
及
び
ハ
・
六
一
％
余
に
当
た
る
三
〇
貫
五
〇
〇
文
余
の
前
期
繰
越
金

と
で
あ
る
。

　
一
方
支
出
分
は
、
二
五
一
貫
一
一
六
文
中
の
七
七
・
七
％
に
相
当
す
る
一
九
四

貫
四
〇
〇
文
の
臼
野
茂
平
貸
金
戻
り
を
主
体
に
、
両
戒
村
庄
屋
儀
十
郎
へ
の
貸
金

二
Ｉ
貫
余
、
僅
少
な
が
ら
四
六
七
文
の
免
堂
畑
（
午
年
買
取
）
の
岸
下
ケ
料
、
佐

太
郎
貸
金
（
六
、
四
〇
〇
）
な
ど
と
、
二
八
貫
四
八
〇
文
を
数
え
る
島
原
豊
後
屋

へ
の
五
組
献
立
看
台
拵
料
の
立
替
金
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
以
上
見
て
来
た
収
支
の
差
引
は
、
一
〇
三
貫
七
九
九
文
と
な
り
、
こ
れ
が
当
期

の
残
金
す
な
わ
ち
益
金
と
な
り
、
次
期
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。

囚
　
第
六
期
の
収
支
状
況
を
一
覧
す
る
と
次
表
の
如
く
と
な
る
。

表
囚
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支
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両　橋和免佐苅　両預㈲佐前和大塔和和島臼両．-、
戒ﾉﾉ津本堂大宇　戒り　｜大屋本員ノ木木ノ野戒繰
村　村村畑郎田ﾉﾉ村利⑤郎敷村下本新新本茂村越
儀九半記岸資材　庄息島資下惣作下田田下平庄金
十右平六下渡免　屋　原金作玄上作五三作米屋－
郎衛賃貸ケ前平　義　豊戻上中ケ上坪反上代賃
貸門渡金料金貸　十　後りケ田米ケ五－ケ貸金
金貸金　　　　金　郎　屋　米下代米反畝米渡戻

　金　　　　　　　賃貸　支　代作　代八九代しり
　　　　　　　　金金　出　　　上　　　畝歩　｀金
　　　　　　　　　　　金　　ケ　　下下国戻
　　　　　　　　　　　戻　　米　　作作宗り

　　　　　　　　　　　り　　　代　　上上下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケケ作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　米米上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代代ケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代

収

支

理

由

　　月年　分月　月年　．、＿　　　　　　　　　一一
μ　μ利利　　々ﾉﾉ和利　利無　　　　　　　　利利
　　一一　　札　一一　共利　　　　　　　　　悠悠
　　歩割　　二　歩割　一息　　　　　　　　共共
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　　　歩　　　五　　　歩
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穴
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穴
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　両和犬苅

ﾉﾉ戒木雄宇
　村村寺田
　庄記貨村
　屋六金免　義貸　平

　十金　貸
　郎　　　金

　貸　金

－
残

－

一一一
一回

一
回

　前年月年

ﾉﾉ新和一利
　　一歩二
　　割半割

　　五　　歩

　
当
期
収
納
金
の
総
額
は
四
八
八
貫
三
五
八
文
に
達
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
前
期

繰
越
金
の
Ｉ
〇
三
貫
余
及
び
全
収
入
の
約
四
七
％
に
相
当
す
る
二
二
二
貫
余
の
貸

出
金
の
返
納
分
か
大
部
分
を
占
め
、
右
二
性
で
全
収
入
の
六
六
・
七
％
に
当
た
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
収
入
金
は
下
作
田
の
上
ケ
米
代
金
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
総
計

す
る
と
ハ
ニ
貫
五
コ
ニ
文
で
、
総
収
納
金
の
一
七
％
に
当
た
る
。

　
こ
の
外
、
収
納
金
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
四
貫
七
〇
〇
余
文
に
及
ぶ
仮
支

出
の
戻
り
金
で
あ
る
。

　
前
期
の
支
出
金
の
中
に
二
八
貫
四
八
〇
文
が
見
え
そ
の
但
し
書
き
に
よ
る
と
、

　
但
、
金
四
両
嶋
原
豊
後
屋
に
て
、
五
組
用
献
上
着
台
拵
代
、
取
替
未
十
二
月
長

　
洲
同
役
方
江
差
贈
り
同
人
嶋
原
注
致
・
持
参
・
’
候
。

　
　
　
利
、
年
中
貳
割
二
て
　
中
年
五
組
割
二
可
¨
致
・
七
人
・
事
。

と
見
え
て
い
る
。

　
一
方
、
一
八
二
貫
ニ
コ
ェ
文
に
及
ぶ
支
出
金
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
そ
の
最
大
を
占
め
る
も
の
は
、
表
記
の
如
く
、
両
戒
村
庄
屋
義
十
郎
に
対
す
る

貸
金
五
目
計
一
〇
六
貫
八
〇
〇
文
で
金
支
出
金
に
対
し
て
五
八
・
六
％
に
相
当
す

る
。
　
当
期
の
支
出
金
は
、
こ
の
義
十
郎
へ
の
貸
金
の
外
そ
の
残
る
過
半
も
貸
金
で
あ

り
、
全
支
出
金
中
右
の
義
十
郎
へ
の
貸
金
五
八
％
余
を
含
め
て
九
九
・
ハ
％
に
達

す
る
。

　
十
四
件
に
及
ぶ
支
出
金
中
、
免
堂
畑
の
岸
下
げ
に
要
し
た
四
六
六
文
が
、
金
支

出
金
中
で
唯
一
性
の
貸
金
外
の
支
出
に
当
た
る
。

　
貸
金
利
息
は
、
ま
ち
ま
ち
で
義
十
郎
へ
の
大
口
分
は
年
利
一
割
八
分
、
月
利
一

表
旧

一
計－

発

べrl
詣

‾交
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支

出

橋　佐苅儀前和大塔和和島　両和犬苅両橋橋和佐苅　両．、
津ﾉﾉ大宇十尾本貴之木木ﾉﾉﾉ戒本雄宇戒津津本人宇ﾉﾉ戒繰
村　郎田郎散村下本新新本　村村寺田村村村村郎田　村越
角　資村資下惣作下田田下　庄記資村庄九半記資材　庄金

蔵ﾉﾌ金免金作玄上作五三作　屋六余庄屋右平六金庄　尾一
員　　平＿、上中ケ上坪反上　賃貸戻尾資衛賃貸戻尾　儀
金　　資十ケ田米ケ五－ケ　余余り資金門金余り免　十
　　　金両米下　米反畝米　戻戻　金戻資戻戻　平ﾉﾉ郎

　　　　｀゛　作　代八九代　りり　戻り金りり　資　資
　　　　　　上　　畝歩　　　　　　り　戻　　　　金　余
　　　　　　ケ　　歩下　　　　　　　　　り　　　　戻　戻
　　　　　　米　　下作　　　　　　　　　　　　　り　　り
　　　　　　　　　作上

　　　　　　　　　上ケ

　　　　　　　　　ケ米
　　　　　　　　　米代
　　　　　　　　　代

収

支

理

由

－ヽ
残

－

閃

一一一

公

一

　　　　　一

μ　リﾉﾉｶﾞ割

　　　　　一
　　　　　一
　　　　　一　　　　　歩

　　　　　利

割
五
分
、
年
利
一
割
五
分
と
三
種
が
見
え
る
。

　
全
収
納
金
に
対
す
る
全
支
出
金
の
割
合
は
三
七
・
三
％
余
で
、
当
期
の
残
金
は

三
〇
六
貫
一
四
五
文
で
あ
っ
た
。

�
　
第
七
期
の
収
支
状
況
は
表
旧
の
如
く
で
あ
る
。

７



　
総
収
入
金
は
前
期
分
繰
越
金
三
〇
六
貫
余
を
加
え
て
五
九
九
貫
八
七
一
文
で
こ

の
う
ち
の
三
六
％
余
に
相
当
す
る
二
Ｉ
四
貫
余
が
前
期
貸
金
の
戻
り
金
で
あ
る
。

繰
越
金
を
除
け
ば
収
納
金
の
七
三
％
に
相
当
す
る
。
今
、
前
期
貸
金
と
戻
り
金
と

の
関
係
を
一
覧
の
為
に
表
示
す
る
と
次
の
如
く
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
　
　
　
文
　
　
　
　
　
貫
　
　
　
文

　
両
戒
村
儀
十
郎
　
　
三
五
、
六
〇
〇
　
　
　
　
四
二
、
〇
〇
八

　
　
　
が
　
　
　
　
　
四
二
、
七
二
〇
　
　
　
　
五
一
、
〇
五
八

　
苅
宇
田
村
鬼
平
　
　
一
四
、
三
一
〇
　
　
　
　
一
七
、
〇
八
〇

　
佐
太
郎
　
　
　
　
　
　
七
、
三
一
〇
　
　
　
　
　
八
、
八
二
九

　
和
木
村
記
六
　
　
　
二
Ｉ
、
六
〇
〇
　
　
　
　
二
四
、
八
四
〇

　
橋
津
村
半
平
　
　
　
　
三
、
五
四
二
　
　
　
　
　
四
、
〇
八
三

　
橋
津
村
九
右
衛
門
　
　
七
、
〇
八
五
　
　
　
　
　
八
、
〇
七
六

　
両
戒
村
儀
十
郎
　
　
一
九
、
五
八
〇
　
　
　
　
二
三
、
三
九
八

　
苅
宇
田
村
免
平
　
　
　
七
、
三
一
〇
　
　
　
　
　
八
、
五
四
四

　
大
雄
寺
　
　
　
　
　
　
七
、
コ
ー
○
　
　
　
　
　
七
、
五
七
四

　
和
木
村
記
六
　
　
　
　
七
、
コ
ー
○
　
　
　
　
　
ハ
、
一
ハ
ハ

　
両
戒
村
儀
十
郎
　
　
　
五
、
二
四
〇
　
　
　
　
　
六
、
三
〇
一

　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
三
、
五
六
〇
　
　
　
　
　
四
、
五
七
二

　
　
　
　
　
　
計
　
一
八
一
、
五
二
七
　
　
　
二
Ｉ
四
、
五
五
一

　
貸
出
金
と
戻
り
金
と
の
差
額
の
三
三
貫
二
四
六
文
が
す
な
わ
ち
貸
出
金
利
息
に

相
当
す
る
訳
で
あ
る
。

　
収
納
金
の
中
で
貸
出
戻
り
金
と
並
ぶ
も
の
は
、
上
ケ
米
代
の
収
益
で
あ
る
。

　
和
木
新
田
五
反
ハ
畝
歩
の
上
ケ
米
代
二
八
貫
ハ
○
四
文
を
最
高
に
計
六
件
の
小

作
田
畠
上
ケ
米
代
は
総
計
七
一
貫
七
二
五
文
と
な
る
。
そ
の
明
細
は
表
記
し
た
如

く
で
あ
る
。

　
一
方
、
当
期
の
支
出
は
ど
う
か
。

　
総
支
出
金
は
一
一
六
貫
四
〇
文
で
、
そ
の
す
べ
て
が
貸
出
金
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
六
一
％
余
の
七
一
貫
二
〇
〇
文
が
両
戒
村
庄
屋
儀
十
郎
へ
の
貸
出
金

査
問

一打

－
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支

出

橋佐苅両前惣和橋　　佐苅両

洋犬宇威服玄木津//　犬宇戒
四郎田村敵中新村　　郎　田庄
人貸庄儀年田田四　　貸村服

資金量千百行三人　　金庄貸
金　貸郎　作反貸　　戻量金
　　　金貸　上一分　　り　貸戻

　　　　金　ケ畝戻　　　金り
　　　　　　米九り　　　戻
　　　　　　　歩　　　　　　り
　　　　　　　下
　　　　　　　作
　　　　　　　上

　　　　　　　ケ
　　　　　　　米

収

支

理

由

　な年利　年
μ　し｀岫艮ﾉﾉ利

　　　ちパj

　　　三　ヨ

　　　凶　　歩

で
、
続
く
大
口
は
苅
宇
田
村
免
平
へ
の
貸
金
二
Ｉ
欝
三
六
〇
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
期
繰
越
金
を
含
む
全
収
納
金
五
九
九
欝
八
七
一
文
に
対
し
て
の
支
出
金
は
一

九
％
余
で
、
四
八
三
欝
八
三
一
文
が
当
期
の
益
金
と
な
り
、
次
期
に
繰
り
越
さ
れ

た
。
㈲
　
第
ハ
期
の
収
納
金
は
こ
の
繰
越
金
を
含
め
て
六
五
五
欝
九
四
五
文
に
及
ぶ
。

　
繰
越
金
四
八
三
欝
余
を
除
く
収
納
金
の
内
訳
は
、
両
戒
村
庄
屋
儀
十
郎
か
ら
の

貸
金
戻
り
ハ
○
欝
四
五
六
文
を
筆
頭
と
す
る
コ
一
八
欝
金
と
、
和
木
新
田
三
反
一

畝
九
歩
の
三
五
欝
一
七
〇
文
を
含
む
計
四
四
欝
四
三
文
の
小
作
田
畠
の
上
ケ
米
代

金
と
な
る
。

　
当
期
の
支
出
は
一
一
ハ
貫
ハ
ヱ
ハ
文
で
、
こ
れ
は
全
て
貸
出
金
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
は
「
手
控
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
天
保
十
四
年
か
ら
の
累
年
の
収
入
金
及
び

８



支
出
金
を
表
記
し
て
、
そ
の
数
値
に
係
わ
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
い
わ
ば
極
め
て
普
遍
的
な
史
料
で
あ
る
か
の
如
く
見
え
る
が
、
・
そ
の
数
値
及
び

数
値
の
積
出
過
程
に
は
注
目
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

二

　
　
　
　
じ

　
天
保
十
四
（
卯
）
年
、
弘
化
元
（
辰
）
年
、
弘
化
二
（
巳
）
年
の
三
ケ
年
は
、

米
三
六
百
五
斗
六
升
五
合
の
売
米
代
金
が
主
た
る
収
入
源
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
初
年
す
な
わ
ち
天
保
十
四
年
期
直
前
の
大
庄
屋
本
多
氏
の
財
経
状
況
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
天
保
十
四
年
の
支
出
金
の
明
細
内
訳
の
記
述
の
中
に
、
「
嶋
ノ
本
上
々

田
壱
反
六
畝
九
歩
請
戻
ス
、
請
銭
也
」
と
見
え
、
但
し
書
き
の
中
に
、
「
元
三
反
貳

畝
拾
ハ
歩
九
坪
也
、
前
断
半
分
質
入
有
¨
之
、
請
返
中
候
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
田
地
の
質
入
れ
の
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
え
よ
う
。

　
天
保
十
四
年
、
弘
化
元
年
、
同
二
年
の
三
期
を
通
じ
て
、
顕
著
に
見
ら
れ
る
の

は
、
こ
れ
ら
田
地
の
請
戻
し
で
あ
っ
た
。

　
先
記
し
か
如
く
、
天
保
十
四
年
の
増
引
き
に
よ
る
売
米
金
を
投
入
し
て
の
田
地

の
遺
尿
し
は
都
合
三
件
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

　
　
所
在
　
　
　
品
位
　
　
　
　
面
　
　
積
　
　
　
　
　
　
請
　
銭

　
国
　
宗
　
　
下
　
畑
　
　
一
反
三
畝
七
一
歩
　
　
　
一
九
貫
六
Ｔ
二
文

　
嶋
ノ
本
　
　
上
々
田
　
　
一
反
六
畝
　
九
歩
　
　
　
四
六
貫
ハ
○
○
文

　
猫
　
橋
　
　
新
　
田
　
　
三
反
一
献
　
九
歩
　
　
Ｔ
一
〇
貫
八
九
六
文

で
あ
り
、
請
銭
総
額
は
一
九
七
貫
三
〇
九
文
に
達
す
る
。
こ
の
投
資
額
は
、
売
買

代
金
の
五
九
％
に
相
当
す
る
。
こ
の
三
件
の
請
戻
し
田
地
中
、
嶋
ノ
本
及
び
国
宗

田
地
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
翌
弘
化
二
年
に
は
、
例
え
ば

人
七
貫
八
拾
五
文

　
但
シ
辰
之
奏
請
戻
シ
の
嶋
ノ
本
上
ハ
米
六
斗
五
升
、
定
メ
の
処
、
元
百
目
壱

斗
二
相
当
り
定
メ
高
く
其
上
巳
年
至
て
の
不
作
二
村
、
五
升
用
捨
、
残
り
六

斗
請
取
、
芹
国
宗
上
ハ
米
弐
斗
合
て
八
斗
、
巳
年
節
季
時
の
双
場
石
二
村
百

八
文
替
、
銭
ハ
捨
弐
匁
、
此
代
銭
六
捨
五
匁
六
分
、
此
文
数
前
断
之
通
り
下

タ
作
三
辻
よ
り
請
取
ル

と
見
え
る
如
く
、
小
作
に
出
さ
れ
て
、
小
作
料
の
収
入
と
転
じ
て
い
る
。

　
　
「
弘
化
二
年
巳
歳
覚
」
に
よ
る
と
、
収
入
金
の
一
項
に
「
入
、
三
拾
五
貫
五
百

八
拾
九
文
」
と
見
え
、
そ
の
但
し
書
に
は

祖
、
巳
之
奏
請
戻
シ
候
和
木
新
ｍ
五
坪
、
／
五
反
ハ
畝
歩
丈
、
当
巳
年
和
木
村

之
者
五
人
、
橋
津
村
為
左
衛
門
沈
下
作
為
¨
致
、
米
六
石
九
斗
定
メ
内
、
虫
難
不

作
二
付
、
米
弐
斗
壱
升
下
作
之
内
、
三
人
汪
用
捨
引
四
升
駄
賃
引
、
残
て
六
石

六
斗
五
升
入
り
、
内
弐
石
六
斗
三
升
壱
合
四
勺
、
巳
年
之
御
年
貢
和
木
庄
屋
『
川

出
ス
、
残
り
四
石
壱
升
ハ
合
六
勺
上
ハ
米
語
取
、
右
二
付
銀
ハ
拾
弐
匁
替
ニ
て

売
彿
、
此
銀
三
百
弐
拾
九
匁
五
分
貳
厘
五
毛
、
此
文
数
前
断
之
通
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
作
田
地
五
反
ハ
畝
歩
は
橋
津
村
為
左
衛
門
外
五
人

の
百
姓
が
小
作
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
収
入
金
に
対
し
て
、
支
出
金
は
先
に
見
て
来
た
如
く
純
粋
な
貸
金
、

田
地
請
戻
し
金
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
外
に
田
地
引
当
て
に
よ
る
年
季
買
い
の

為
の
支
出
も
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
「
弘
化
二
年
巳
歳
覚
」
に
よ
る
と
、

四
拾
三
貫
貳
百
文

　
但
、
和
木
村
内
惣
玄
中
田
九
畝
廿
七
歩
、

　
　
地
主
茂
助
よ
り
五
久
年
切
買
取
候
代
、

　
　
七
貳
銭
六
百
目
分
文
数
也
、
井
誼
文
人
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と
見
え
て
お
り
、
茂
助
か
ら
の
五
ケ
年
季
の
田
地
買
取
代
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
田
地
は
「
午
歳
収
納
」
に
よ
る
と
、

　
入
三
貫
四
百
五
拾
六
文

　
　
但
、
午
の
春
買
、
和
木
村
惣
玄
中
田
上
ハ
米
四
斗
貳
升
、
下
作
人
茂
肋
よ
り

　
　
請
取
、
午
の
出
米
直
段
右
二
付
七
貳
銭
百
拾
三
匁
替
此
代
四
拾
ハ
匁
、
此
文

　
　
数
前
断
之
通
り
也

と
見
え
る
如
く
、
年
季
売
主
茂
助
へ
直
小
作
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
請
戻
し
田
地
や
年
季
引
当
田
地
の
小
作
米
代
収
入
の
事
例
で
あ
る
が
、

巳
歳
に
下
男
良
平
に
貸
与
し
た
銭
が
利
息
と
と
も
に
い
か
様
に
返
金
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
み
よ
う
。

　
巳
年
の
支
出
の
一
項
に

　
　
拾
七
貫
八
百
六
拾
文

　
　
　
但
、
下
男
良
平
汪
金
貳
両
貳
歩
貳
朱
廿
毛
二
成
ル
、
八
百
九
拾
三
文
か
へ
、

　
　
　
当
十
一
月
限
り
貸
渡
し
候
、
諺
文
入
り

　
　
　
百
目
七
升
定
メ

　
　
　
利
米
壱
斗
七
升
三
合
六
匁
、
年
中
之
割
也
、
貸
渡
候
月
よ
り
請
取
候
月
迄

　
　
　
之
勘
定
ニ
て
可
‘
受
取
事
也

と
見
え
て
、
下
男
良
平
に
拾
七
貫
八
百
六
拾
文
を
貸
渡
し
た
。

　
こ
の
金
は
、
翌
午
歳
の
収
納
金
と
し
て
返
金
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
午
歳

収
納
覚
」
に
よ
る
と
、

入
拾
九
貫
貳
百
七
拾
三
文

　
但
、
午
ノ
二
月
、
金
貳
両
貳
歩
、
下
男
良
平
汀
貸
渡
ス
、
此
文
数
拾
七
貫
八

　
百
六
拾
文
、
此
、
七
貳
銭
二
直
し
貳
百
四
拾
ハ
匁
五
厘
、
此
利
米
壱
斗
七
升

　
三
合
六
勺
、
但
、
午
ノ
二
月
よ
り
関
五
月
共
二
十
二
月
迄
十
二
ケ
月
分
、
則

　
年
中
二
成
、
年
中
七
貳
百
目
二
付
、
七
升
之
定
メ
、
此
利
米
石
二
付
七
貳
百

　
拾
三
匁
替
、
午
ノ
出
来
米
直
段
ニ
て
売
彿
、
此
代
拾
九
匁
六
分
貳
厘
、
此
文

　
　
数
売
貫
四
百
拾
三
文
、
元
利
合
文
数
前
断
之
通
り
請
取
候
、

と
記
さ
れ
る
。
巳
歳
貸
金
一
七
貫
八
六
〇
文
が
、
翌
午
歳
に
は
一
九
貫
二
七
三
文

に
な
っ
て
返
金
さ
れ
、
そ
の
差
額
一
貫
四
百
拾
三
文
が
、
貸
金
利
息
と
な
る
訳
で

あ
る
。

　
前
に
表
示
し
た
日
か
ら
朗
に
亘
る
各
表
を
一
覧
す
る
時
、
注
目
さ
れ
る
各
表
記

載
内
容
上
の
変
化
は
そ
の
収
入
金
と
支
出
金
額
の
変
化
及
び
、
そ
の
内
訳
の
変
化

で
あ
る
。

　
そ
れ
を
ま
ず
収
入
及
び
支
出
総
額
の
変
化
と
し
て
表
に
示
そ
う
。

　
　
　
期
　
　
　
　
　
収
入
　
　
　
　
　
支
出
　
　
　
収
支
％
　
　
　
残
金

　
　
　
一
期
　
　
　
　
忌
〕
ぺ
Ξ
八
七
　
　
　
　
二
七
穴
四
ご
一
　
　
　
　
七
四
●
四
四
　
　
　
　
九
四
べ
塵

　
　
二
期
　
　
　
　
四
二
八
、
日
九
　
　
　
　
四
会
、
玉
ハ
　
　
　
Ξ
ハ
・
七
八
　
　
　
回
尼
、
六
（
）
七

　
　
三
期
　
　
　
　
四
詣
、
呂
九
　
　
　
　
一
旦
四
、
四
七
四
　
　
　
七
七
・
〔
〕
六
　
　
　
　
九
九
、
五
混

　
　
四
期
　
　
　
　
一
回
、
Ξ
Ξ
　
　
　
　
一
三
四
、
四
八
四
　
　
　
八
八
・
四
六
　
　
　
　
否
、
五
芭

　
　
五
期
　
　
　
　
塵
四
、
九
云
　
　
　
　
一
回
、
二
六
　
　
　
苫
・
七
五
　
　
　
亮
一
、
七
九
八

　
　
六
期
　
　
　
　
四
八
八
、
塵
八
　
　
　
　
八
つ
一
言
一
　
　
　
　
一
宅
・
三
　
　
　
　
一
邑
ハ
、
一
四
五

　
　
七
期
　
　
　
　
莞
九
、
八
七
一
　
　
　
　
二
六
、
四
回
　
　
　
一
九
・
昌
　
　
　
四
八
三
、
八
三

　
　
八
期
　
　
　
　
六
塵
、
九
四
五
　
　
　
　
一
双
、
ハ
ー
六
　
　
　
一
八
入
Ｉ
　
　
　
塵
七
、
豆
九

　
表
に
見
え
る
如
く
収
入
面
で
は
、
当
初
三
年
間
は
三
六
石
余
の
増
引
高
の
残
米

の
売
米
代
金
の
収
入
に
よ
っ
て
ほ
ど
安
定
し
た
収
入
が
あ
り
四
年
目
か
ら
は
前
年

度
繰
越
金
及
び
小
作
料
、
貸
金
利
息
等
に
よ
っ
て
累
年
的
に
収
入
金
額
が
増
加
し

て
い
る
。

　
一
方
支
出
面
で
は
、
第
二
年
度
は
猫
橋
新
田
五
反
余
の
請
戻
金
な
ど
、
い
わ
ば

投
資
的
支
出
に
よ
っ
て
支
出
超
過
の
例
を
特
例
と
す
る
外
は
、
比
較
的
、
堅
実
な

支
出
に
よ
り
五
年
度
以
降
は
確
実
に
益
金
を
残
し
て
い
る
。

　
収
入
・
支
出
金
の
内
訳
の
変
化
面
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
ハ
期
を
通
じ
て
、
そ

の
前
半
期
に
は
、
収
入
で
は
小
作
上
米
収
入
、
支
出
で
は
田
地
請
戻
し
の
た
め
の

支
出
金
の
比
重
が
高
く
、
後
半
期
に
入
る
と
収
入
面
で
は
、
利
息
を
含
め
て
の
貸
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金
の
返
済
金
が
、
ま
た
支
出
面
で
は
貸
金
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
極
め
て
煩
雑
な
数
字
の
羅
列
に
終
始
し
た
が
、
以
下
、
右
の
数
値
か
ら
若

干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　
島
原
藩
豊
前
豊
後
飛
地
す
な
わ
ち
「
豊
州
御
領
」
は
五
組
九
十
九
ケ
村
か
ら
成

っ
て
い
た
が
、
橋
津
組
も
そ
の
一
組
で
あ
り
、
大
庄
屋
が
本
多
心
（
橋
津
氏
）
で

あ
っ
た
。

　
本
稿
に
用
い
た
史
料
の
記
る
さ
れ
た
天
保
末
期
の
同
氏
の
経
済
状
態
を
明
ら
か

に
な
し
得
る
史
料
は
管
見
の
範
囲
に
は
な
い
。

　
先
記
の
如
く
、
こ
の
史
料
は
「
天
保
十
四
年
卯
」
の
「
手
控
帳
」
で
あ
る
が
「
卯

二
月
日
」
と
記
す
る
別
の
史
料
が
著
者
の
手
元
に
あ
り
、
こ
れ
は
本
稿
に
用
い
た

史
料
年
代
と
ほ
ぽ
合
致
す
る
も
の
（
恐
ら
く
は
十
二
年
前
の
天
保
二
年
卯
）
と
推

測
さ
れ
る
。

　
こ
の
史
料
は
、
表
紙
に
「
死
後
可
‰
囲
遺
言
書
、
清
左
衛
門
」
と
題
す
る
小
帳
で

あ
る
。

　
こ
の
遺
言
書
は
、
喜
左
衛
門
及
び
半
蔵
に
対
す
る
遺
言
者
死
後
の
供
養
や
、
氏

神
信
敬
、
人
倫
に
つ
い
て
諭
す
も
の
で
あ
る
が
、
書
中
に
喜
左
衛
門
、
半
蔵
の
所

有
田
地
の
明
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
記
載
に
よ
る
と

　
　
喜
左
衛
門
分

　
一
、
田
方
、
嶋
の
本
・
畑
田
・
一
町
田
・
宗
悦
田
・
島
屋
・
自
責

と
見
え
、
続
け
て

　
　
売
地
、
大
ぬ
き
・
上
ノ
さ
や

と
あ
り
、
「
右
ニ
ケ
所
売
地
ハ
新
三
郎
世
銀
方
二
売
候
、
新
三
郎
二
相
尋
候
て
、
請

戻
し
候
節
究
可
乙
甲
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
半
蔵
分
に
も
「
笛
の
免
」
な
る
売
地

が
あ
り
「
是
も
新
三
郎
二
相
尋
、
請
戻
し
可
≒
甲
候
」
と
記
さ
れ
て
、
当
時
、
当
氏

も
若
干
の
質
入
れ
田
地
を
所
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
時
点
で
本
多
氏
の
田
地
は
半
蔵
・
喜
左
衛
門
（
兄
・
弟
）
に
分
割
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
、
田
畑
の
質
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
経
済
状
態

に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
に
推
測
す
れ
ば
、
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
「
大
庄
屋
引
」
の
増
引
き
の

要
請
が
な
さ
れ
た
背
景
が
知
ら
れ
、
天
保
十
四
年
の
増
引
き
の
実
現
が
考
え
ら
れ

て
異
論
は
な
い
。

　
増
引
き
の
実
現
の
結
果
が
以
上
見
て
来
た
如
く
、
そ
れ
ま
で
の
売
却
地
（
質
入
）

の
請
戻
し
を
可
能
に
し
、
そ
の
請
戻
し
（
買
戻
し
）
田
地
の
小
作
貸
出
し
↓
小
作

料
収
入
↓
益
金
の
貸
付
け
↓
元
利
金
の
収
入
と
言
う
収
益
循
環
を
く
り
返
し
得
る

契
機
を
作
り
出
す
動
機
を
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
示
し
た
第
ハ
期
の
収
納
銭
六
五
五
貫
余
を
仮
り
に
「
金
」
に
換
算
す
る
と
弘

化
三
年
の
換
算
率
す
な
わ
ち
金
一
両
を
七
貫
コ
ー
○
文
と
し
て
も
、
金
九
二
爾
余

と
計
算
さ
せ
る
。

　
本
稿
は
、
極
め
て
単
発
的
な
史
料
を
も
と
に
、
そ
の
数
値
を
中
心
に
大
庄
屋
本

多
氏
の
経
済
の
一
面
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
ま
だ
明
確
に
な
し

得
な
い
点
も
少
な
く
な
い
。

　
筆
者
は
か
つ
て
、
同
額
同
組
内
に
所
在
す
る
小
河
岸
の
川
口
口
銭
に
か
か
わ
る

問
題
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
小
稿
も
、
微
々
た
り
乍
ら
も
口
銭
の
利
益
追

求
を
目
指
す
庄
屋
の
動
向
を
探
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、
多
く
の
史
料
の
探
索
に
よ
っ
て
、
近
世
末
期
地
方
村
支
配
者
の
蓄
財
動

向
と
村
落
経
済
の
実
態
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
と
思
う
。

八註
マ

①②③

後
藤
重
巳
編
『
宇
佐
近
世
史
料
集
』
□
所
収
文
書

拙
稿
「
小
河
川
に
於
け
る
川
ロ
ロ
銭
」
『
日
本
歴
史
』
第
三
二
〇
号
収

当
氏
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
飛
他
領
支
配
の
問
題
点
」
『
史
学
論
叢
』
第
六
号
参

照
。
宇
佐
市
、
橋
津
守
英
氏
文
書

④
　
②
に
同
じ
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